
小一
ト
点
一一～一川、

～
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一

一…，
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－
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d…・一

J－一一一仁一
円
以一
町
はゆ官
級
軍一民
を
統一路
し
て、
た
と
え
ば
北
京
大・徳

一一一

向一一一一一一
中一一

一一
一

一

再一一

仰い一一山
一一
円一一九
九一一
山
川
市
川
端
Mv
ur山
口WMdい
ぺ
仲
間
討パ

！

：
・
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－u
ur山、
次．A・山中
心拡が
る1．

一一
一

説…一一
一
一一一
一
＼
…

軍
首
脳
の
異
動
ど
郵－
小一品川一
氏
の
昇
格し一一
ヅ

ヨ一山

系

今
回の
地
方
大
軍
区
首
脳の
異
動
で
ま
ず
注
目

翠

三一

一
以ι

一u
一一一…
、

一
一
－UJ
hA一－
さ
れ
る
の
は、
林
彪
問委
に
も
か
か
わ
ら
ず、
文

一一

多
く
似
謎
を
秘
め
た
去
年
八
月
の
中
国
共
産
党
J
JMら
ない
重
要
た
問
題
と
し
て
はλ
軍
首
脳
人
事
の
…一川行
化
大
革
命
以
降の
激
動
期
を一
貫
し
て
「
独
立
王

．
十
金
大
会
以
後、
そ
の
展
開
方
向
が
注
目
さ
れ
て－w一
三一
大
幅
異
動
が、
と
の一
月二
日
朝
の
北
京
放
送
に一一
一ト，
国L
の
よ
うに
地
方
に
幡
賭
し
て
い
た
総
防
大
軍

嬰一
い
た
中
国
の
内
政
に
位、
最
近、
相
次
い
で
新
し
口一
よっ
て
明
ら
か
に
なっ
た
と
と
で
あ
る。
も
と
よ
J一＼
区
司
令の
陳
錫
聯
（
党
中
央
政
治
局
委
員）
と
荷

額一一
い
変
化
が
あり
た。
もっ
上
も
新
し
い
事
実
は、
プJ…べ一一
hy、
林
彪
異
変
以
来
空
席
の
ま
ま
の
国
務
院
国
防
に一．灼
京
大
軍
区
司
令の
許
世
友の
両
氏
が
つ
い
に
奨
励

翠
ζ
の一
月
十二
日
付
「
人
民
日
報」
の
報
道で
明
J一－u～
部
長、
人
民
解
放
軍
総
参
謀
長、
総
後
動
部
長、
子い
討
しバ
そ
れ
ぞ
れ
北
京
大
軍
区、
広
州
大
獄
区の
純

一

嬰一
ら
か
に
なっ
た
郡
小
平
副
総
理
の
党
内
的
地
位の
．J，一

寝室
司
令と
い
っ
た
軍
最
高
首
脳
人
事
はミ
依
然
行
れ
司
令
に
就
任
し
た
と
と
で
あ
る。
次
に
は、
十
全

ZK
再
上
昇で
あ
る。
周
知
の
よ
う
に、
文
化
大
革
命・・・
と
し
て
未
確
定
の
ま
ま
空
白
が
続い
て
い
る
よ
う
山
小
大
会
で
党
中
央
副
主
席
に
新
任
し、
人
民
似
従
軍

翠一
の
時
期
に
激
し
く
批
判
さ
れ
て
失
脚
し
た
郡
小
平・
U
で
あ
る
が、
軍
令
系
統
かsら
し
で
も為
中
国
内
政
ノ
ム総
政
治
部
主
任
と
し
て
活
協の
目
覚
ま
しい
李
徳

F

一
氏
が
隙
錫
勝
氏
に
代
わっ
て
泌
防
大
軍
区の
紛

謹

．
令
を
綾
任
す
る
と
と
に
なっ
た
こ
と
で
あ
る。

欝日

－
し
て、
許
世
友
氏
は
上
海、
南
米
を
含
む
汲
袈

額面

一
区
を
離
れ
た
と
は
い
え、
広
東
省
出
身で
林
彪

麟誕

・
代
の
総
参
謀
長－
賞
永
勝の
影
響
下
に
あっ
た

欝町

一
州
大
軍
区
と
い
う
設
要
箪
区の
新
司
令に
殺
低

額一組

て
い一一
る
の
で
あ
る02

額一甲

今
日
の
中
国
が
対
ソ
臨
戦
体
制
を
強
化
し、
y

一一揖

一
の
奇
襲
に
備
え
る
体
制
を
清
々
と
銭
き
つ
つ
あ

翠－

rと
と
か
ら
し
て、・
東
北
区の
議
勝
大．軍
区、
毛

繋脳

・ぜ

こ
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一一一
議

ん
で

注
目
さ
れ
る
新
盛
大
軍
区
の

司
令
位
、
．

文
革

九
ツ

示
唆
し
た
よ
う
に
、 ．

懸
案
の

第
四
期
全
国
人
民
代

三
J
・げ
は
詳
述
し

な
い

が
、、

十
金
大
会
以
後
の

中
国
内
部

苧器一一

前
の

北
京
大
震
区
司
令
で

文
革
期
に

失
脚
後
復
活
υ
；
J

表
大
会
が

、 ．
と

れ
ま
で
た
び
た
び
の

予
告
に
も
か
山

uyu

k
、

依
然

と
し
て

激
し
い

路
線
の
対
立
が
あ
る
こ

一一一一一一回

し
た
梅
男
氏
が

留
任
し
、

北
京
大
軍
区
に
つ
い
て

川

、

か
わ
ら
ず
今
日
ま
で
つ
い
に

開
催
し

得
て
い

な
い

古
川
；

と
は
、

在

民よ
り

も
中
国
の
公
式
文
献
が

物
語
っ

J一

は

林
彪
時
代
の

鄭
維
山
司
令
以
来
の

空
白
を

陳
錫

．
J

ζ
と
と
は

異
な
っ

て
、・

い

よ
い
よ
近
〈

開
か
れ
る

．
ふ

戊

て
い
る
と

と・
で
あ
り、

そ
れ
は
要
す
る
に
「
文
革

一一一一一

瞬
氏
が
埋
め
る
乙
ど

と
な
っ

た
。

一

J一…
川一
一ど
ナ
ふ

ふ
そ
そ
の
と
きi小 ，

ヤ
図
の
異
動
の

怠一

，J…ふ
（

反文箪
」

？

引点
で
は

昨
年
八
月
以
米
の
「
反

一一一一時

二
と
れ
ま
で

隙
錫
瞬

、

許
世
友
両
氏
以
下

、

大
軍一

．4

：

味
が
も
っ

之
明
白
に
な
る
で

あ
ろ
う

。

た
だ

、

と
い
け
バ
パ

潮
流
は
マ
ル一
テ
ス
・

レ

l
ニ
ン

主，
殺
の
一

つ
の

原

語

区
司
令
は
、

各
省
の

党
委
員
会
や
革
命
委
員
会
の
に
一
．

の
よ
う
な
軍
の

異
動
と
郵
小

平
氏
の

政
治
局
委
員一
γ・
・

則
で
あ
る
」

ど
の
毛

沢
東
主
席
の

新
し
い
ス
ロ
ー

一
語・

第
一

番
記
を
兼
務
し
て
お
り
、’

今
回
の

異
動
で

こ
い

一

就
任
の

事
実
か
ら

す
れ
ば
内
北
京
で
は
た
ぶ
ん

咋
‘
い
ト

ガ
シ

が

注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）

、

「
筏
僻
と

蓄

の

点
が
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
は
ま
だ

明
ら
か

で

い一”
年
末
に

党
中
央
委
員
会
な
い

し
は
中
央
政
治
局

拡

ぶ
ぷ
反
復
砕
」

（．
と
の

点
で
は

、

郡
小
平 、

持一
錦 、

誠

一

は
念
い

が
、

異
動
の

大
幅
な

状
況
か
ら

す
お
ほ、

J ．…一円一

大
会
議
も

L
ぐ
は
文
革
期
の
よ
う
な
党
中
央
工

作
一
山一一
バ
震
林 、

ゥ
ヲv
y
7
1

李
井
泉 、

李
市肉
筆 、

茅
盾
な

龍
一

と
れ
ら
の
党
務
は

解
か
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
も
・

・
・

一

会
議
が

聞
か
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
、

中
圏
内
政
の
い－

UPF

ど
諸
氏
の

復
活
が

注
目
さ
れ
る）

の

闘
争
と
し
て

一一一一一一

推
測
さ
れ
よ
う
。

．

・

；・

・

再
編
が
と
め
と
℃

ろ
大
き
く

進
展
し
て
い

る
乙

と・
に
どJ

描
か
れ
る
が

、

そ
う
し
た
な
か
で

、

郡
小
平
氏
が

謹

・

．
，

J・

仕
明
ら
か
で’
あ
る
o

’J
お
ど…

先
に
み
た
よ
う
な
形
で

復
権
し
、

各
地
方
を
握
る

雲

孔
子
批
判
と
「
反
潮
流」
闘
争

－

jj ，J

護

．
・
ょ
・

そ
れ
に
し
て
も 、

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、

最
近
七一y・
ト

箪内
の

首
脳
が
今
回
の

大
幅
異
動
に
も
か
か
わ
ら

雲

さ
て

、

以
上
の
よ
う
な
軍
の

大
幅
異
動
は

な
に

も
ま
す
ま
す
活
発
な
孔
子
批
判
・

始
皇
帝

礼賛
の・

九
－
K

ず 、

い

ず
れ
も
重
要
な
地
位
を
維
持
し
つ
つ
あ
る

一
量

を

意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一

般
に
は

、

林
彪
ゾ－
a

イ
デ
オ
ロ

ギ
ー

闘
争
と
ど
の
よ
う
に

結
び
つ

く

の

ふ
ー

と
と
ろ
か
ら
す
れ
ば

、

当
面
の
内
部
闘
争
の
カ
ギ

量

批
判
の
い
っ

そ
う
の

進
展
と
軍
内
の

林
彪
色
の
一

一

で
あ
ろ
う
か

。

そ
し
て

、

モ
れ
は
十
金
大
会
以

来J
山
以

そ
撮
る
の
は
叩

毛
沢
東
主
席
側
近
の

文
革
グ
ル

！

護

婦 、

「
党
に
よ
る
一

元
的
指
導
」

の

強
化 、

九
金

ま
す
ま
す
激
し

く
な
っ

て
い

る
「
反
潮
流
」

の

た

け一
プ
か
ら
も
周
恩
来
氏
ら
の

脱
文
革
グ
ル

ー
プ
か
ら

一一一一一一

大
会
以

来
の

箪
の

政
治
的
台
頭
に
よ
る

兵
営
体
制

．

あ
の

闘
争
と
い

か
に

関
連
す
る
の
で

あ
ろ
う
か

o
d

J ．
J ．

も
等
距
離
中
立
的
な
問
実
権
派
勢
力
と
こ

れ
ら
地

一一一一一一一一

か
ら
の
正
常
化
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
お

り
、

ま
た

“

こ

う
し
た
問
題
を
解
く
カ
ギ
を
求
め

ず
に
は
、

中
－

f
i．

方
箪
区
司
令
た
ち
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

一一一一時

対
ソ

臨
戦
体
制
に

備
え
た
箪
の

新
布
陣
だ
と
も

当 ．．

 国
の

最
近
の

内
政
の

方
向
色
見
き
わ
め
る
こ
と

は必一べ．
九．

今
回
の

箪
の

異
動
に
よ
っ

て
、

軍
の

宛
言
力
が

点

然
見
な
さ
れ
よ
う
が

、

問
題
が
モ
の
よ
う
な

点
に
ν

γ

で
き
な
い
ρ

ι

一戸
日

一

．

．

 

一一
＼一

心
箸
し
ペ
低
下
し
た
と

見
る
わ
け
に
は
・ま
だ
ま
だ
ゆ

－

Jほ

の

み
あ
る
の
か
ど
う
か

、

ま
だ
ま
だ

判
断
の

根
拠
一
一

孔
子
批

判
・

始
皇
帝
礼
賛
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

や
U

1

J
か
な
い

よ
う
で
あ
り
、

今
後
の
動
静
が

大
い
に

訟

．

 

取

は
十
分
で

は
な
い

。

山一

九

一

＼一

「
反
潮
流
」い

の

闘
争
に
つ
い
て
の

私
の

見
解
は
、

一
一いん

羽守
れ
る
と
と
ろ
で

あ
る

。

世
ト
月
い

ず
れ
に
せ
よ
、

元
旦
の
三

紙
誌
共
同
社
説
が

す
で

に

別－
mN
t．
－

合会
メ…
て
い
る
の
だ
乙
と

で
d
一
ぺ一
広一…
い
…

じ

い

ん
にい

人

中
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